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広島市安佐南区伴南 4-1-1        TEL.082-849-6866

広島市安佐南区緑井 5-20-27   TEL.082-831-3155
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呉市宝町 2-63　                           TEL.0823-32-7298

廿日市市地御前 5-19-14　　TEL.0829-36-4832

・認める社風　委員会
・リレーメッセージ　
　　「わたしのＶＩＶＩＤ」

・この春卒業するスタッフ　№１

・社長へのハガキ＆アンケートより

・・・・・　　　　　　　・・・・・

・・・・・　　　　　　　・・・・・

・・・・・　　　　　　　　・・・・・

ＶＶ

鮮コーポレーションの経営理念で一番基本になっている言葉は、【ＶＩＶＩＤ：活き活き】です。
『わたしのＶＩＶＩＤ』というテーマのメッセージを、リレー形式で掲載します。
今回は堀下店長の登場です。
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お客様が母娘で来店され、個室で食事をされて
いました。テーブルの上に置かれていたお父様
らしき人の小さな遺影に気付き「お茶をお出し
しましょうか？」と遺影の前にそっとお茶をお
出ししたそうです。お客様の気持ちに寄り添え
る心遣いが本当に素晴らしいと思います。

別件で電話の時「少し時間いいか？」と言われ、何の
話かと思えば、私のことを心配して声を掛けて下さい
ました。自店の業務で忙しい中、気遣って頂けたこと
悩みを聞いて下さったことに思わず涙が出ました。私
はまだまだ自店の問題で手一杯なので早く先輩店長の
ようになりたいです。

最近は出勤日数も減っ
て、あまり見かけない
ですが出られた際は、
さすが大ベテランの仕
事っぷりをしてくださ
いす。お汁もいつもお
手本となる美味しいも
ので、久保さんのお汁
のある日は賄いがとて
も楽しみでした。これ
もあと少しかと思うと
寂しいです。

パートで働いている林さん。お互い子どもが同級生で、子どもの話をして
いる時、キャラ弁の話になり、子どもの為に３時間かけて作ったキャラ弁
の写メを見せてくれました。そのキャラは本当に似ていました。その特技
を生かして「お子様セット」を作ってもらうようお願いしました。
すると完成度の高い「お子様セット」を作り、誰でも作れるよう型も作っ
てくれました。販売が楽しみです。

周りのスタッフに気使い、後ろを通る
ときは「通ります」、呼ばれたら必ず
返事をしています。目立たないけど、
やらないといけない当たり前のことを
やってくれています。

とても一生懸命に動いてくれ、入口に来られたお客様に真っ先に
気づき動こうとしてくれます。オープン（船場）からの「お料理
お願いします」の声にも確実に反応して返事をしてくれるのは彼
女が一番！とオープンに入るスタッフも言っています。（菊田）

ホールスタッフの中で一番大きな声を出しています。料理、おあ
いそ、入店、退店のあいさつなど、伊藤さんが出勤の日はホール
に飛び交う声がたくさん聞こえてきます。これからも、みんなの
見本となるような声出し期待してます。（中田）

１月２０日（火）西区古田台ゾーナイタリアで、認める
社風委員会を行いました。天気も良く、ポカポカ日和。
分厚いコートを着ていた私(´Д｀;)　恥ずかしいほどで
した。今回は初めて書いて下さった方も多く、委員会の
メンバーも嬉しく思っています。オブザーバーとして、
川戸部長にもご参加頂き、今回紹介させていただく、
緑井店の久保さんへの素敵なコメントも頂いております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《小森次長》

緑井店オープン当初から、緑井店のキッチ
ンを支えてくださっている久保さん。川戸
部長に、久保さんのお汁が美味しいのは何
故？と聞いてみました。「お汁のつくり方
の基本はマニュアルで決まっている。けれ
ども、最後の味見をして調整する時に、決
して手抜きをせず、その調味料が効く最適
な温度まで持っていく、など本当に全てに
対して、細やかな事が出来ているからだと
思うよ。」と教えてくださいました。
　　　　　　　　　　　　　《小森次長》　　　

パートで働いている林さんる林さん。お互い子どもが同級生生で、子どもの話
いる時、キャラ弁の話になり、子どもの為に３時間かけて作ったキかけて作ったキ
の写メを見せてくれました そのキャラは本当に似ていました そ

来年も、今年の反省点を活かし
更により良い商品とサービスに

改善して参ります。
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